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澁谷家家相図（嘉永元年〈1848〉） 

都市化が進む市内ですが、それでもまだ多くの歴 

史資料(史料)が残されています。その史料群の一つ 

として知られていた佐津間地区の澁谷家文書約2万 

4 千点を、本年７月市教育委員会へ寄贈・寄託いた 

だきました。この号では、これらの資料の概要につ 

いてお知らせします。 

澁谷家文書は、昭和５９年(1984)に市史編さ

ん事業の一環として調査・整理が始まり、現在

も継続しています。その過程で、江戸時代の古

文書や明治・大正・昭和期の近・現代史料、写

真などの貴重な資料が多数確認されています。

それらの一部は、すでに『鎌ケ谷市史』の記述

や資料館の展示の中で広く利用されていました。   

史料自体はこれまでご当家で長く大切に保存

されていましたが、このたび、同家母屋などが

「澁谷家住宅」として国登録有形文化財に登録

されたことと併せて、さらに広く市の歴史的な

財産として保存・活用してほしいという所蔵者

のお考えにより、郷土資料館でお受けすること

となりました。正確には市指定文化財の「澁谷

総司書簡」１点が寄託、他の２４，４５４点が

寄贈となります。 

さて、受納した史料のうち、江戸時代に作成

されたものは約５００点あります。それらの多 

 

くは、澁谷家が佐津間村の名
な

主
ぬし

をつとめていた

江戸時代半ばから後半にかけての時期に作成さ

れ、保管されてきたものです。この時代に佐津

間村を支配していた譜
ふ

代
だい

大
だい

名
みょう

本
ほん

多
だ

氏の支配の

様子、村の様子や運営、隣接する小
こ

金
がね

中
なか

野
の

牧
まき

の

状況や将軍の鹿
しし

狩
がり

など市域全体の近世史を知る

上で大変貴重な内容です。また、国登録有形文

化財である澁谷家の母
おも

屋
や

などを描いた幕末期の

彩色家
か

相
そう

図は大変貴重なものです。 

幕末草
そう

莽
もう

の志
し

士
し

で赤
せき

報
ほう

隊員の澁谷総
そう

司
じ

は当家

の出ですが、寄託史料は彼が故郷の兄に宛てて

記した慶
けい

応
おう

２年(1866)の書簡として有名です。

一連の調査の中で、彼が少年期に読書した刊本 
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江戸時代の古文書 

屋根裏に保存されていた御札の 1枚 

 

や青年期の総司自筆と推定できる写本なども見

つかりました。 

 点数的には残りの大多数が近・現代史料とな

ります。主なものとして、明治～昭和にかけて

総司の慰
い

霊
れい

・復権と贈位をめざした遺族の活動

の史料、同時期に墓地の誘致や市
いち

場
ば

の設置、耕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地整理などを通じて、佐津間など市域北部の地

域開発がはかられた際の史料がまとまって残さ

れています。そのほか、当該期の澁谷家の当主

が様々な人たちへ送った書簡類を複写した控え

が膨大にあります。また、明治～昭和の古写真

も確認できました。 

 さらには、民俗史料となりますが、母屋の屋

根裏に保存されていた御
お

札
ふだ

や御
お

守
まもり

が３２６種・

５０９点確認されており、これも今回寄贈いた

だきました。ほとんどすべてが江戸時代のもの

と推定でき、この地域の信仰を知る上で重要な

ものとなります。 

 このように、澁谷家文書は、鎌ケ谷市域の歴

史と民俗を私たちに示してくれる「地域の宝も

の」といえます。寄贈・寄託いただいた史料に

ついては、資料館の今後の企画展などで順次展

示し、あるいは刊行物やホームページなどで内

容について紹介していく予定です。
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 郷土資料館では、調査により新たに発見、あ

るいは寄贈いただいた歴史資料の整理と並行し

て、すでに整理をしたものについても現物の所

在確認や史料目録(リスト)見直しなどの作業を

行っています。今回この作業の過程で、新たな

史料が見つかりました。その一つが昭和２２年

(1947)１０月１５日に行われた鎌ケ谷小学校

(以下鎌小)・鎌ケ谷中学校(以下鎌中)の合同運

動会のプログラムです(写真)。折りたたまれ刊

行物に挟まれていました。 

 この年４月１日から小学校６年、中学校３年

の義務教育(六・三制)を柱とする新学校制度が

始まり、市域でも４月１日に鎌ケ谷国民学校が

鎌ケ谷小学校と改称し、５月１０日には鎌中が

開校しました。しかし、学校の敷地や校舎の確

保・建設が未整備であったため、鎌小本校の一

部（２階建校舎１棟）を間借りしました。校庭

も小学校との共用となり、同２６年に校庭が出

来るまでの４年間は小学校と合同で運動会を開

催しました。これまでにも合同運動会のプログ

ラムは別の年のものが確認されていましたが、

今回発見された史料は一番古いものになります。 

 昭和２２年４月時点で、鎌小は本校と第一・

第二・第三の分校がありました。村内の４年生

以上の児童が本校に通い、分校には３年生以下

の児童が通っていました。４校合計の児童数は 

１２０５名。鎌中の生徒数は２９９名でした。

約１５００名の児童・生徒が一堂に会して行わ

れた運動会は、本当に多くの子どもたちがひし

めき合っていたことでしょう。鎌小の「沿革誌」

には当日の様子が「小学校・中学校第一回連合

大運動会を催す、三千の観衆盛会なりき」とあ

ります。当時の鎌ケ谷村の人口が約８２００人

だったことを考えると、実数はもう少し少なか

ったかもしれません。とはいうものの運動会の 

 

開催された１０月１５日は鎌ケ谷・軽井沢の鎮 

守の祭礼日でもあり、運動会と併せて村中あげ

ての楽しみの行事だったといいますから、相当

の村人が集ったことが想像されます。戦後世の

中がまだ不安定な時に開かれた大運動会は、

日々の暮らしの中で特別な日として、人々の気

持ちを高揚させるものだったに違いありません。 

 プログラムの内容を見てみると、まず演目数

が８３もあることに驚きます。平成２６年（2014）

の鎌小の運動会プログラムでは演目数は２２と

なっており、小・中合同であったことを考慮し

ても現在の約４倍だったことになります。午前

９時に始まり昼食を挟み午後４時には終了の予

定とされているので、めまぐるしい運動会だっ

たと想像します。 

 次に演目内容です。「百米」は現在の１００ｍ

走、徒競走になります。１クラス分の「百米」

が１演目になっています。たとえば「№１０ 四

ノ一 百米」「№２２ 五ノ一 百米」といった

具合です。１学年ではなく、１クラスごとの演

目が記載されているのであれば、演目数が多く

なってしまうのもわかります。 

では中学校の演目はどうでしょうか。やはり 

「百米」などはクラス単位で行われていました。

「ゆうぎ マヅルカ」や「リレー」などの団体

種目はクラス単位ではなく、学年単位・男女別

などで構成されていました。 

中学３年生の演目には「イモ食競走」があり 

 

【史料整理の現場から⑩】 

 

（４ページへ続く） 

合同運動会のプログラム 
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ました。「イモ」はサツマイモとみられます。他 

年度と比較してみると、同２５年には「柿食競

走」に変わり、同２７年には「パン食い競走」

となっていきます。競技で使用する食材も、自

給自足物から購入物へと変化していきます。部

落(地区)対抗リレーは、午前の部に予選があり、

午後の部終盤に決勝が行われました。メンバー

は父兄も多く混じっており、一番熱のこもった

競技だったといいます。地区ごとのプライドの

ぶつかり合いだったのかもしれません。 

昭和２２年のプログラムは演目の多さに目が

行きがちですが、学年別・演目内容で分類をし

てみると、各分校・学年で細分化されてはいる

ものの、一例を挙げると個人で競う「百米」、団

体で競う「棒倒し」、団体での表現「おゆうぎ（遊

戯）」と現在行われている運動会と同じ３要素が

適度に配分されていました。昭和から平成、令

和と時代は移り、演目内容も「おゆうぎ」から

「ヨサコイ節」に変化しても、運動会に通底す

る精神は続いているのではないでしょうか。１

枚の運動会プログラムからまだまだ多くのこと

が読み取れると思います。 

親から子、子から孫へと受け継がれてきた民

俗が近年急速に失われつつあります。今年度の

郷土資料館セミナーでは、５回シリーズで市域

が属する千葉県下に現存、もしくは近年まで存

続していた様々な民俗について県内の研究者や

学芸員に紹介してもらいます。この講座をとお

して「房総の民俗」についての知識や理解を深

めるとともに、その保存と活用について考えて

みませんか。 

対象 市内在住・在勤・在学の方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程・内容・講師 

 ①１２月１１日(日)「東葛・印旛大師講～房 

総の八十八か所巡礼～(仮題)」・郷土資料館 

学芸員 

 ②１２月２５日(日)「関東のオビシャ～下総           

を中心に～(仮題)」・榎美香さん（千葉県立

中央博物館大利根分館主任上席研究員） 

 ③１月８日(日)「経済更生計画に書かれた生

活改善事項～東葛地域更生指定町村を中心

に～(仮題)」・和田健さん（千葉大学大学院

国際学術研究員教授） 

 ④１月１３日(金)「房総の鍛冶屋～幕末から

の動き～(仮題)」・芝崎浩平さん（市原市歴

史博物館学芸員） 

 ⑤１月２０日(金)「千葉のおばちゃん～東京

向け野菜行商の歴史～(仮題)」・小林裕美さ

ん（千葉県立中央博物館自然誌・歴史研究

部歴史学研究科長） 

時間 いずれも午後２時～４時 

場所 図書館３階集会室 

定員 ４０人(応募多数の場合抽選) 

申し込み １１月２５日(金)までに郷土資料館

☏４４５－１０３０へ（抽選結果は２７日

(日)までに連絡） 

その他 新型コロナウイルス感染症の蔓延状況

により中止する場合もあります 

 

 

 

郷土資料館セミナーを開催 

 

 

中沢の谷地川地区で現在も行われているオビシャ 

（３ページからの続き） 


